
令和６年度大野市スポーツ推進審議会（第１回会議録）

●日時 令和６年１０月２８日（月）午後７時～８時３０分

●会場 有終会館 結とぴあ ２０１、２０２会議室

●内容

１ 委嘱状交付

２ 市長あいさつ

・令和６年度第１回のスポーツ推進審議会にお集まりいただき、また委員の委嘱を

快くお引き受けいただき、お礼を申し上げる。

・大野市のスポーツ行政・推進の全般にわたりご意見を頂いて、市民のスポーツ推

進・健康増進を図っていく会議であるので、よろしくお願いを申し上げる。

・山田委員におかれては、福井大学の連携協定の中で、スポーツの推進にご尽力い

ただきお礼を申し上げるとともに、引き続きのご指導をお願い申し上げる。

・スポーツ推進計画と健康づくりの計画の整合性をとり、身体活動という共通項の

中でそれぞれ意味のある内容のものに仕上げようと現在計画の３年目を進めさせ

ていただいている。

・歩くことから始める健康づくりや高齢者のフレイル予防のための筋力作りなどに

ついても、健幸福祉部の中で健康長寿課とスポーツ推進課が連携してやっており

スポーツの関係の連携がしやすくなっている。

・もちろん未来のスポーツ選手を育てるような競技力の向上力についてもスポーツ

推進計画で掲げており、みなさんのご専門・ご知見のあるところでご意見をいた

だきたい。

・大野市の市民がスポーツに楽しむ、スポーツをする人も、支える人も、見る人も

といった精神で行っているので、さまざまな観点でご覧になっていただきご意見

をいただきたいと思う。

３ 大野市スポーツ推進審議会について

（事務局）【参考】資料に基づき説明

４ 正・副会長の選出

会 長：山田孝禎 委員

副会長：長谷部祐円 委員



（山田会長あいさつ）

昨年度に引き続き会長をさせていただく。みなさんから活発な意見をいただきな

がら充実した会議になるよう務めさせていただきたい。よろしくお願い申し上げ

る。

５ 議事

（１）大野市スポーツ推進課の事業概要（中間報告）

事務局から資料に基づき説明【資料１】

＜意見・質問等＞

委 員：以前にも真名川グラウンドのソフトボール場のファールグラウンドのネッ

トの話をしたが、今年度の主な修繕の中には含まれていないが、その後ど

うなっているのか。野球場については、砂なども綺麗になり非常によくな

ったのだが、野球場を使えない時には、多目的広場の方を使うことがある

ネットが無いとボールが転がっていった際など子どもにとって、とても危

険である。ネットを張るなど対応をしてもらいたい。

Ｂ＆Ｇ海洋センターのＬＥＤ化や空調設備の修繕は、もちろん大切であるが、

危険性の伴うものについては、最優先で行ってほしい。

事務局：多目的広場については確認して、対応を検討する。

委 員：基本方針の課題の中に大野市内にはたくさん施設があるのに、なぜＢ＆Ｇ

海洋センターだけ重点的に挙がっているのか。エキサイトなどの町うちの

方が人がたくさん流れてくるのではないかと考えるがどうして上庄地区の

Ｂ＆Ｇ海洋センターのみ重点的に事業を実施するのか。

事務局：Ｂ＆Ｇ海洋センター以外の体育施設についても同じように修繕等維持管理

の予算を持ち、しっかり管理させていただいている。Ｂ＆Ｇ海洋センター

についてはＢ＆Ｇ財団から助成をいただいており、上庄地区の子どもたち

だけではなく、市内の子ども達を対象にＳＵＰやプールなどで水に親しむ

ことを目的に事業を行っている。また夏休みのプール利用については、今

年度より教育委員会と連携して屋根があり直射日光が当たらないＢ＆Ｇ海

洋センターのプールを市内の小学校が利用してる。

委 員：広報や周知について、他の市町でも課題に挙がっているが、どこの市町

も打開策が見いだされていない。どのように市民に情報を届けるかという

ことが難しいと思うがどのように取り組んでいるのか。



いろんな方に広く情報が周知されることで、この後に出てくる体育施設の利

用回数などの数値目標についてもだいぶん改善するのではないかと感じる。

事務局：まずは大野市の広報誌を活用し、若者向けにはホームページやラインなど、

年齢層に分けての周知を行っている。高齢の方には、チラシをエキサイト

広場や各公民館においてもらうなど教室の対象者に合わせ、周知について

はひとつに限らず、なるべく多くの媒体で周知を行うようにしている。

委 員：高齢者にはなかなかデジタルは遠く、周知についても難しいと感じる。他

市では健康作りなど関連するような部署と連携し、関連する健康づくりの

部署でスポーツ教室や講座のちらしを配布してもらうなどしているところ

もある。

事務局：健康長寿課と連携しウォーキングプログラム参加者には、エキサイトラン

ニングコースの無料開放に合わせて、５回以上の利用でポイントを付与し

ている。高齢者や女性などはポイントに関心が高く、参加に繋がっている

のではないかと思われる。公民館と連携して、対象ごとに周知ができるよ

うにまたターゲットが重ならないように事業を計画するなどしていきたい。

委 員：ジュニアクラブ活動促進１０万円というのがあるが、部活動の地域移行に

関連して、受入団体が使えるものか。

事務局：部活動の対象にならないジュニアクラブに対する補助である（中学生硬式

野球）。休日の部活動の受入れをしている団体は、その活動について、国・

県の補助がある。

地域クラブの紹介 【資料５】

休日の部活動の地域移行

８競技：(サッカー、野球、バスケットボール、バレーボール、卓球、

バドミントン、ソフトテニス、陸上）

（２）所管施設の利用状況の説明【資料２】

＜意見・質問等なし＞

利用の少ない和泉体育館・和泉グラウンドなどについては、地元と協議し

統合等を進めていきたい。

（３）成果指標目標数値進捗状況【資料３】

＜意見・質問等なし＞



（４）大野市の体育施設利用状況について【資料４】

委 員：市内の体育館でエアコンがついているのは、まちなか交流センター、結

とぴあ、エキサイト広場アリーナであったが、まちなか交流センターが使

えなくなったことによる大会開催等の影響は無いのか。

事務局：まちなか交流センターを屋内型の子どもの遊び場として現在整備している。

資料４に記載してあるとおり、中心部の施設については、午後７時から９

時の時間帯はどの曜日についても空きが少ない状況である。一つ施設が減

ってしまったことで影響はあると思う。使いにくいこともあるかもしれな

いがお互い調整して使用していただきたい。

委 員：結とぴあに文化会館がくるのか？

事務局：現在、文化会館のあり方検討委員会の中で建設費などを踏まえ、いろいろ協

議・議論していただいているところである。

委 員：学校体育施設開放事業において、社会体育施設の備品調査が学校へ来るが果

たして学校が適切なもの選定しているのかどうか疑問である。

学校体育館のワックスがけについて子どもが減っている状況であり難しい。

行政の方でワックスがけをしてもらえるような予算を検討して欲しい。

学校としては、社会体育施設の備品よりもワックスがけの方が体育館の設備

の維持管理としてありがたい。

事務局：教育委員会と情報共有し、話をしていきたい。

委 員：今年度のエキサイトのトイレの洋式化は女子更衣室のトイレだけか。

使い勝手のよい体育館だが、和式のトイレが多い。予算もあると思うが洋式化

していただけると嬉しい。

６ 閉会あいさつ

夜分お疲れの中、お集まりいただき感謝する。大野市のスポーツ推進に関わる我々

としては、これからも思ったことを事務局にお届けするなどしながらスポーツ推

進にご支援・ご協力をいただけると大変ありがたい。

本日は大変お疲れ様でした。


